
� はじめに

臨床心理士は，臨床心理学など心理学の

知識や諸技法を生かして，心の問題にかか

わる「心の専門家」である。その認定は，１９８８

年から日本臨床心理士資格認定協会が行っ

ているが，２０１３年４月１日現在で２６，５４５名

が認定されている。

その４大業務は次のようである。

� 臨床心理アセスメント：心理テスト，

行動観察，面接等を通して心理アセスメ

ントを行う。

� 臨床心理面接：心理カウンセリング，

精神分析，夢分析，行動療法，来談者中

心療法，遊戯療法，箱庭療法，芸術療

法，催眠・自律訓練法，森田療法，内観

療法，動作法，フォーカシング，ゲシュ

タルト・セラピー，イメージ療法，論理

療法，家族療法，グループ・アプロー

チ，コミュニティ・アプローチ等を通し

て心理援助を行う。ただ，臨床心理士は

すべてをマスターしているのではなく得

意な技法をいくつか持っておりそれを使

う。

� 臨床心理的地域援助：本人だけでなく
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環境への働きかけ，専門家との連携，地

域社会への介入等を行う。

� 臨床心理学的研究：実践を豊かにする

ための研究を行う。

これらの業務を行う臨床心理士は，現在

１６０の指定大学院と７つの専門職大学院で

養成されている。２００５年度に創設された本

学の臨床心理学専攻は第一種指定大学院と

なっている。本学を含め多くの臨床心理士

養成大学院では，次のような形態の学習が

行われている。

� 認知的学習：講義，読書等を通して，

心理学一般，精神医学，福祉学，文学，

教養等について学ぶ。

� 観察学習：陪席，DVD等を通して学

ぶ。

� 体験学習：クライエント体験，グルー

プ体験，フォーカシング体験，エンカウ

ンター・グループ体験等を通して学ぶ。

� 実習経験：学内実習＝相談所実習，学

外実習＝教育，医療・保健，福祉等の領

域での実習等を通して学ぶ。

� 実習経験の検討：ケース・カンファレ

ンス，スーパーヴィジョン等を通して学

ぶ。

これらの諸学習形態の中でも，とりわけ

実習経験の検討を行うスーパーヴィジョン

は重要でかつ有効な学習形態である。ただ

一口にスーパーヴィジョンと言っても，必

ずしも定式化されておらず，いろいろな考

え方・やり方がある（黒川，１９９２，鑪・滝口

編，２００１，平木，２０１２）。

そこで本稿では，第１に筆者のスーパー

ヴィジョンの考え方を述べる。第２に本学

のスーパーヴィジョンの実際を紹介する。

第３に臨床心理士養成大学院におけるスー

パーヴィジョンのあり方について提言を行

う。

� 筆者のスーパーヴィジョンの考え方

１．スーパーヴィジョンの目的

スーパーヴィジョンの目的は，次のとお

りである。

� スーパーヴァイジーの＜意欲＞の向

上：やる気を起こさせる。

� スーパーヴァイジーの＜能力＞の向

上：相手についての「見立て」（理解）と

「手立て」（関わり）の力のアップさせる。

時折，スーパーヴィジョンを受けて意欲

がそがれたり落ち込んだりするといったこ

とを耳にするが，それは目的に反すること

である。

２．スーパーヴィジョンの担当者

（１）スーパーヴァイザー

臨床心理士養成大学院のスーパーヴァイ

ザーは，�教員，�OB，�外部者（臨床心
理士，精神科医等）である。

ただ，教員が担当することについては，

異なる見解がある。一方では，教員が担当

することは，教員─院生，スーパーヴァイ

ザー─スーパーヴァイジーという二重関係

が生じるので，職業倫理上問題があり，教

員が担当してはならないという見解であ

る。他方では，地域的に外部からのスー

パーヴァイザーに依頼することは困難であ

るので，教員が担当するのはやむをえない

という見解である。

（２）スーパーヴァイザーの役割

� スーパーヴァイジーのやる気を育てる

混乱したり自信をなくしたり疲れたり傷

ついたりしているスーパーヴァイジーにエ

跡見学園女子大学文学部臨床心理学科紀要 第２号 ２０１４
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ネルギーを充電して，「さあ，やっていこ

う！」とやる気を持てるようにということ

を心がける。

� ケースとスーパーヴァイジーを安全に

守る

難しいケースでは，援助構造が不安定に

なり，ケースとスーパーヴァイジーの双方

が危険な状態に陥ることがあるが，そのよ

うな時にそれについて指摘するとともに対

応について話し合う。

� サポーティブな態度を維持する

スーパーヴィジョンでは安心感・信頼感

が大切であると考えるので，一貫してスー

パーヴァイジーを尊重し，温かなサポーテ

ィブな態度を維持するようにする。

� ケース理解を深め広げる

ケースの心理の理解，行動の意味の理解

等について，スーパーヴァイジーにできる

だけ意識化・言語化してもらった上で，そ

れ以外の理解もあることをスーパーヴァイ

ザーのコメントを通して知ってもらい，

ケース理解を深めたり広げる。

� その人の持ち味を生かす

ケースへの関わり方を問題にする時，

スーパーヴァイジーの持ち味（パーソナリ

ティー）がうまく生きていくようなやり方

は何かということに気を配る。スーパーヴ

ァイザーとスーパーヴァイジーは違った持

ち味を持っているので，スーパーヴァイ

ザーの持ち味を生かしたやり方を押し付け

るのではなく，スーパーヴァイジーの持ち

味が発揮されるようなやり方を考えてい

く。

� スーパーヴァイジーのパーソナリテ

ィーの問題には深入りしない

スーパーヴィジョンを進めていくうち

に，単なる技法の話しだけに留まらず，

スーパーヴァイジー自身のパーソナリテ

ィーが問題になってくることがあるけれど

も，そこには極力深入りしないようにす

る。そのようなことは，できれば教育的カ

ウンセリング（教育分析）という構造の中で

扱う方がよいと考える。

３．スーパーヴィジョンの諸タイプ

（１）個人スーパーヴィジョン

個人スーパーヴィジョンは，二者関係

（一人のスーパーヴァイザーと一人のスー

パーヴァイジー）のなかで行われるもので

ある。個人スーパーヴィジョンの特徴は，

�安全感が高い，�きめ細やかな関わりが
できるという点である。

（２）グループ・スーパーヴィジョン

グループ・スーパーヴィジョンは三者以

上関係（一人のスーパーヴァイザーと複数

のスーパーヴァイジー）のなかで行われる

ものである。グループ・スーパーヴィジョ

ンの特徴は，次のようなグループ特有のメ

カニズムが働くという点である。

� 経済性（労力的，時間的，金銭的に経

済的）。

� 観察効果（他のスーパーヴァイジーの

事例を聞くことで視野が広がる）。

� 普遍化（他の人も自分と同じように苦

労したり悩んだりしていることを知り気

が楽になる）。

� 希望（自分の事例がうまくいっていな

い時に，他の人の事例がうまく展開して

いるのを知ることで自分もやれるかもし

れないと希望が持てる）。

� 多様なダイナミックな相互作用（スー

パーヴァイザーとスーパーヴァイジー，

野島：臨床心理士養成大学院におけるスーバーヴィジョンのあり方
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スーパーヴァイジーとスーパーヴァイ

ジーの間での多様なダイナミックな相互

作用が起こる）。

� スーパーヴァイジーのスーパーヴァイ

ザー的機能の活用（スーパーヴァイジー

が他のスーパーヴァイジーに質問したり

意見を述べることでスーパーヴァイジー

のスーパーヴァイザー的機能が活用され

る）。

� スーパーヴァイザーへの依存性が強く

なりすぎない（スーパーヴァイジーが複

数おり，スーパーヴァイジー同士の相互

作用も行われるため依存性が強くなりす

ぎない）。

（３）スーパーヴィジョン・グループ

三者以上関係（一人のスーパーヴァイ

ザーが一人のスーパーヴァイジーを指導す

る場面に他の院生等が同席）で行われる。

このスーパーヴィジョン・グループの特徴

は，グループ特有のメカニズム（前述）が働

くという点である。

（４）ピア・スーパーヴィジョン・グループ

三者以上関係（特定のスーパーヴァイ

ザーはいない場面で，三名以上の複数の院

生等が相互にスーパーヴィジョンをする）

で行われる。ピア・スーパーヴィジョン・

グループの特徴は，グループ特有のメカニ

ズム（前述）が働くという点である。

４．スーパーヴィジョンの進め方

（１）資料の準備

スーパーヴィジョンにあたり，資料をど

のように準備するかをめぐり，次のような

やり方がある。

� 記憶のみ（資料なし）で行う。

� 概要を記載した資料をもとに行う。

� 録音記録の逐語録をもとに行う。

� ビデオやDVDによる録画資料をもと

に行う。

� ライブ場面で行う。

（２）「見立て」（理解）と「手立て「（関わ

り）の検討

スーパーヴィジョンでのスーパーヴァイ

ザーとスーパーヴァイジーのやり取りは，

ケースについての「見立て」（理解）と「手

立て「（関わり）の検討を行う。スーパーヴ

ァイザーは，スーパーヴァイジーがケース

についての「見立て」（理解）と「手立て

「（関わり）について意識化・言語化できる

よう促すとともに，「見立て」（理解）と「手

立て「（関わり）の役に立つようなコメント

を伝える。

� 本学のスーパーヴィジョンの実際

本学では，当初からすべての院生のすべ

てのセッションのスーパーヴィジョンを日

常的に行うとともに，本年度からは修了生

に対するスーパーヴァイザー養成も試みて

いる。

（１）院生のスーパーヴィジョン

院生のスーパーヴィジョンの担当者は教

員（複数，臨床心理士）に限定されている。

そして，スーパーヴィジョンは正規の授業

（「臨床心理特別実習」）として位置づけら

れている。

院生は次のような流れでスーパーヴィジ

ョンを受ける。

� 学内実習施設である心理教育相談所の

「インテーク・カンファレンス」でケー

ス担当希望者が募集され，手をあげた院

生の中からケース担当者を心理教育相談

所長が指名する。

跡見学園女子大学文学部臨床心理学科紀要 第２号 ２０１４
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� ケース担当者はできるだけその日から

３日以内に複数教員の中から自分が希望

するスーパーヴァイザーにコンタクトを

する。

� そして「事前スーパーヴィジョン」を

受ける。そこでは，インテークシートを

もとにスーパーヴァイザーとスーパーヴ

ァイジーで話し合い，ケースについての

イメージアップを図り，見立てを手立て

について確認する。

� 院生が担当するケースとのやり取り

は，（ケースの承諾が得られない場合を除

き）基本的に録音（あるいはビデオ録画）

が行われる。そして毎セッション後に院

生は，“概要”（１枚に観察，面接やプレ

イの流れ，感想，検討していただきたい

ことの４点を記載）と“逐語録”をもと

にスーパーヴィジョンを受ける。

（２）スーパーヴァイザー養成：「スーパー

ヴィジョン研修会」

本専攻では１期生（十数名）が，（資格を取

得して丸５年経過の）１回目の臨床心理士

の更新をしたばかりである。これまでは，

そのような修了生が育っていなかったこと

もあり，教員のみでスーパーヴィジョンを

やらざるを得なかったが，筆者は修了生に

もスーパーヴィジョンを担当してもらうこ

とはできないだろうかと考えた。

ちなみに筆者の前任校である九州大学で

はずっと以前から，１回目の更新を終えた

修了生を「面接指導員」として委嘱し，実

際に院生のスーパーヴィジョンを担当して

もらっている。このようにすることのメリ

ットは，院生は（教員に対するよりは）気軽

にスーパーヴィジョンをうけやすくなる

し，修了生は指導的立場を担うことで改め

て自分自身の臨床能力を高めることにな

る。

そこで筆者は修了生に，スーパーヴィジ

ョンについて学ぶ機会を与えるために本年

度（平成２５年度）から「スーパーヴィジョン

研修会」を，毎月１回（２時間）開催するこ

とにした。その進め方は次のようである。

� 小グループ場面で，修了生の一人が

スーパーヴァイジー，筆者がスーパーヴ

ァイザーとなり，１時間のライブ・スー

パーヴィジョンを行う。

� その後の１時間は，そのスーパーヴィ

ジョンについてのディスカッションをす

る。

尚，この２時間はビデオ録画を行い，録

画されたものはスーパーヴァイジーに渡す

ともに心理教育相談所にも保管される。

� 臨床心理士養成大学院におけるスー

パーヴィジョンのあり方

１．多様なスーパーヴァイザーの確保

院生のスーパーヴィジョンを専攻の教員

だけが担当していると，院生は限られた

スーパーヴァイザーのスーパーヴィジョン

しか体験できないし，狭くなる。院生にと

っては特定のスーパーヴァイザーだけでな

く，多様なスーパーヴァイザーのスーパー

ヴィジョンを体験することが勉強になる。

そういう意味では，修了生のスーパーヴァ

イザーを活用することは一つのあり方であ

ろう。

それに加えて，外部の臨床心理士や精神

科医もスーパーヴァイザーとして活用する

事も大事である。外部のスーパーヴァイ

ザーは，その専攻の教員や修了生と違う風

土で育っており，フレッシュな刺激を院生

野島：臨床心理士養成大学院におけるスーバーヴィジョンのあり方
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に与えてくれることが期待できる。言わ

ば，異文化交流をするようなものである。

２．“スーパーヴィジョン・アドバイ

ザー”の設置

わが国ではこれまでにないと思われる

が，“スーパーヴィジョン・アドバイ

ザー”を置くことも検討に値するであろ

う。その役割は，大きく２つである。

� 院生が，自分が担当するケースについ

て，どのスーパーヴァイザーにお願いす

るのがいいのかについて相談にのる。院

生が持っている限られた情報だけでは，

スーパーヴァイザーの選択は難しいので

はと思われるので，各スーパーヴァイ

ザーの特徴を知っている“スーパーヴィ

ジョン・アドバイザー”がいるとより適

切なマッチングができるのではなかろう

か。

� スーパーヴィジョンを受けて院生が，

何かしっくりしない，あるいはいろいろ

指摘されてスーパーヴァイザーに怖さを

感じる等の場合に，話を聞き，サポート

をする。

３．“お兄さん的・お姉さん的スーパーヴ

ァイザー”の養成と活用

臨床心理の業界では，ベテランのスー

パーヴァイザーの数は限られており，院生

のスーパーヴィジョンを担当してくれる人

を捜すのは難しい。だからと言って，スー

パーヴィジョンの機会を院生に与えないわ

けにはいかない。

そうなると，修了生を対象に“お兄さん

的・お姉さん的スーパーヴァイザー”を養

成し，活用することが考えられる。本学で

は，修了生で臨床心理士資格を１回，更新

した人達を“お兄さん的・お姉さん的スー

パーヴァイザー”として養成することを始

めているが，このようなやり方は新しいあ

り方になるであろう。

尚，このようなスーパーヴァイザー養成

では，次のような工夫が必要であろう。

� ベテランのスーパーヴァイザーによる

ライブ・スーパーヴィジョンを「観察学

習」させることである。講義，読書によ

る「認知学習」だけでは，具体的なこと

が分かりにくいので，「観察学習」は必

須である。

� “お兄さん的・お姉さん的スーパーヴ
ァイザー”による「スーパーヴィジョン

・カンファレンス」を開催することであ

る。ケースについてのケース・カンファ

レンスはどこの大学院でも日常的に開催

されているが，スーパーヴィジョンにつ

いてもカンファレンスが必要である。特

に“お兄さん的・お姉さん的スーパーヴ

ァイザー”の場合は，あまり慣れていな

いし，不安も強いので，「スーパーヴィ

ジョン・カンファレンス」を通して，意

欲と能力を高めていく必要がある。

� “お兄さん的・お姉さん的スーパーヴ
ァイザー”のスーパーヴィジョン体験の

スーパーヴィジョンの機会をつくること

である。スーパーヴィジョン体験の検討

は「スーパーヴィジョン・カンファレン

ス」でもできるが，よりきめ細かな指導

とサポートにはスーパーヴィジョンが有

効である。

４．大学院と臨床心理士会との連携

スーパーヴィジョンを担当してくれる外
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部者（臨床心理士）を一定数，確保するため

には，教員の個人的コネだけでは限界があ

る。それで，大学院側と臨床心理士会が組

織的に連携することが考えられる。例えば

都道府県ごとに大学院側の協議会のような

ものを作り，そこでその地区での必要な

スーパーヴァイザー数を取りまとめ，臨床

心理士会に推薦を依頼するのである。臨床

心理士会側は，その依頼に応じて，交通の

便等も考慮しながら，それぞれの大学院に

必要なスーパーヴァイザーを推薦するので

ある。

尚，このようなことが可能になるには，

臨床心理士会側におけるスーパーヴァイ

ザー養成が欠かせない。臨床心理士の卵で

ある院生を育てるために，臨床心理士の職

能団体である臨床心理士会側はそのような

ことを企画・実行することが必要であろ

う。

付記

本稿は，２０１３年１２月１日開催の日本臨床

心理士養成大学院協議会のFD研修会にお

けるシンポジウム（臨床心理士養成大学院

における実習指導ガイドラインの策定）で

発表した内容をもとにまとめたものであ

る。
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